
特許審査迅速化法（仮称）について 

（「知的財産の創造、保護及び活用に関する推進計画」より抜粋） 

 

 

 

 

第２章 保護分野 

１．特許審査を迅速化する 

 

（１）特許審査迅速化法（仮称）を制定する 

熾烈な国際競争の中で企業の経営判断にスピードが求められ

る今日，特許審査の迅速化は，優れた発明の事業化を促し経済

の活性化につなげるために不可欠である。特許審査の迅速化を

図るためには，５０万件に上る審査未着手案件（いわゆる滞貨）

の縮減と，今後発生が見込まれる約３０万件の審査請求の急増

への対応が重要である。世界最高レベルの迅速・的確な審査を

実現するため，審査待ち期間の短縮の目標を定め，あわせて，

必要な審査官の確保，専門性を備えた審査補助職員の活用，先

行技術調査の外部発注等による審査体制の整備強化，特許法等

の見直し，出願人等による出願・審査請求構造の改革等の総合

的対策を推進する。なお，滞貨縮減のための臨時措置として，

外部人材の活用により任期付審査官を配置し，任期終了後は知

的財産専門人材としての活用を図る。さらに，関係法律の改正

など，特許審査の迅速化に必要な措置を包括的に定めた特許審

査迅速化法案（仮称）を２００４年通常国会に提出する。 
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